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期
「

匡
一
「

植 木久 3１

長山雅一叶叫斗三（難波津）人}工 ５１

前田豊邦ヱ'二W叫叫斗星（難波津）Ｃｌ'二H司oＥｌ 6５

え｝訓

辻尾柴市 7１

oﾄﾛ1-星]重二手LＩ（大和国）Ｃｌ蝕Clﾉ《『1到壬己Ｉ（条里）フH望９１望司１

－斗斗入１２２_o卜汗子（奈良市大柳生）是ｽ191君子一 清水昭博 9３

号ﾉﾘＩ全_呈亙oﾄﾛﾄ（男山）丑二９１号与刻召 橋本久和 1０７

召人１入ﾄｦ}Cｌ（堺）９１瓦屋仲間斗zl-?'ﾌ1斗

-キロ1臣呈呈｣？ー 早ｦ1土(住友銅吹所)E1舌臣９１“堺"弓zl-91ﾌ191-号号召旦呈一

嶋谷和彦 １１９

福建省津州窯早EIpI生（美濃）・入1]工（志野）ヨノ１３弓斗智

一司IﾆﾘＢ_入１（秀吉）９１社司ﾌ１塁君社寺旦呈ﾉ<F1gl樟州窯刈呈ｽﾄ・入1塁 ｦ}斗墾（唐津）－

森村健一１２９

臣B_星ﾛ１（豊臣）フ１大坂城杜oll蝕○1利g’せ〕ヱロ1-早（三の丸）二王｡1社９１フ1歪ｽ}豆

鋤柄俊夫．森毅１４３

天目茶碗９１覆輪０１１１二H司o１ 伊藤純１８３

今井典子１９３吾引大坂９１号丑君君ｽ｝

o１斗人Ｉ－ｏｌ斗呈（岩佐巌） 後藤佐吉２０３

Ｖｌ



京鴫覚３０５

佐久間貴士２１５

陪唐ﾌ１ 召噌・翌９１弓到斗型且
ユ
〒

〈
Ｔ 亀井明徳２２５

明末．清代011飲Clﾉ《F1gl号号福建省徳化窯刈ス1-ﾌ101口l司ＯＥＩ 大橋康二２４１

立工卦斗入1ﾌ1千呈一呈卦尋９１ス1三｡１１ﾆﾘ註人}召一 鈴木重治２４９

早Ｉ

ﾛ1三人}入１（水差）星ﾌ噌工 田中清美２５７

大阪市加美号司，。卜且Cl入1叫弄ﾌＩＹ１重皇子且９１考王斗召Ｏｌｑｌ司c直Ｉ

趨哲済２６９

棲井久之２８９愚人1千（叙）智到魁９１号響

L}ＬＩ斗（難波）ス1ヨョュIﾆﾘ星ﾌ１‐臣ﾌ1.1洲ﾉ《『191呈人1糾斗叫一

そ号９１三人1斗君署劉一上海君尋且一

舌呈フ1斗呈暑叫叫斗五（難波京）ＣＩＮ大坂号想７７ﾄｽ１ 宮本佐知子３２３

大坂城下町ＣＩＮ舌星望珊望赴皇立９１望弄号契ol-ﾉ《fｌ 松本啓子３３９

司斗]工（平野）製重三人1号zElolﾉ《『1王｡1岩地割９１社製oll裂舌1Ｎ 豆谷浩之３５５

土芋祉ｽ１（崇禅寺）号司９１１呈入側主君到星ﾌ1啓到 杉本厚典３６５

立是入１１ﾆﾘﾖ壬７１１碧召舌呈号ｚｆｌ

－土手劃ｽ１（崇禅寺）号司二号召且_呈一 池田研３７３

叶叫斗豆（難波京）号早ｽ1雪到普舌想斗 積山洋３８１

小｝（船場）ス1弓９１大坂城下町司号９１号zとＩ 松尾信裕３９９

側弓）李相吉“社手'ﾆﾘ尋己|田作吐到子王斗到91-.1名’ｽ1千号制旦呈-”

大庭重信．寺井誠・宮本康治．玉井ﾛ1号ｦ１４２９

Ｖｌｌ



鈴木秀典君を』悼む

永島Ｈ軍臣‘慣

（大阪市文化財協会調査部長）

自分より若い人が先に逝くことは、非常に悲しいことであり、惜しいことである。まして、

私といっしょに、地下鉄工事に先立つ長原遺跡の発掘調査にたず言わり、当時､大阪市大の学

生であったころから、その後､設立きれた大阪市文化財協会の職員となって発掘現場を共にし

た鈴木秀典君であってみれば、一入である。

彼は､大学卒業に際して､外資系企業の入社試験にも合格していたが､考古学に魅せられて、

進路を決めかねている、との相談を受けたことがある。わたしは必ずしも考古学の道に進むこ

とが彼の人生にとってよりよいと強く勧めた覚えはない。その理由は、彼が能力的にどうか、

考古学に向いているかどうかもぎることながら、当時でもなお､職業としての考古学では将来

的に生活の目処が立つような社会的状況ではなかったと思えたからと記憶している。しかし、

彼は敢然と決断した。

文化財協会の職員となってから、彼は発掘調査に精を出し、猛然と勉強し、励んだが、さほ

ど年月を置かずに退職したいと申し出てきた｡彼の先輩、同級生の何人かが､考古学では伝統

のある京都大学で学んだことを知るにつけ、自らの現状に対する焦燥､彼等あるいは京都大学

に対する羨望･'憧慢などが絢い交ぜになったのではないかと、私は思い起こしている。京都大

学の考古学教室の聴講生となって､幸いにも教室の小野山節先生の寛容さとよきご指導をうけ

て、彼なりに勉強ができたと納得したのではないかと思う。小野山先生の強いお勧めもあり、

大阪市文化財協会に復帰し、再び発掘調査と勉学に没頭した。

鈴木君はひとつのことに熱中すると猪突猛進し､周囲のことが見えなくなる側面をもつタイ

プの人柄であったと思う。しかし、例えば､私のスクラップブックのようでしかない中国遺跡

台帳ファイルをみたある時､彼は執拘にそれをコピーさせてほしいと催促したことがある。君

にはこんなもの意味がないだろう、といっても聞かず、結局、数１００枚のコピーをとったこと

があることからも知れるように､彼はあれもこれもと広く学びたいという向学心も常に失わな

かったことも私は知っている。ついに、結実せずに終わった努力もあるが､それは早世の所為

で、それでも彼の友人･知人が口を揃えて評価してくれるとおり、鈴木君は立派な仕事を残し

た、と私も確信している。

私は、「鈴木君」と書いてきたが、生前にはいつも「しゅうてん」と親しみを込めて呼んで

いた。また、しばしば「おまえはドンクサイ」と叱った。

私は彼を思い起こすとき､考古学の道に入りたいというのを強く阻止しなかったこと、そし

て、遮二無二突き進むのを宥めなかったこと、「ドンクサイ」と叱ったことなどなど、若くて

厚い胸板をもち太くてがっしりした体躯のあの若かった「しゅうてん」が､死ぬことだけは他

人より「ドンクサ〈なかった」ことに、責任があるように思われて仕方ない。

どうか赦されよ。

－１－



鈴木秀典さんを偲ぶ

脇田修

(大阪大学名誉教授）

鈴木さんには大阪市内の発掘にあたって､いろいろな場で教えて頂いた｡文献による研究も

精綴になっているが､それだけに頼ると限界のあることを実感するようになったのは近年のこ

とで､それも私の専攻する近世史に関わる発掘がおこなわれるようになってからである｡大阪

市内でも大坂城･住友銅吹所･蔵屋敷など多くの発掘がおこなわれ､それらはいずれも私の研

究対象になっているところであったから､見学に行って､具体的なイメージをふくらませるこ

とができた。

そのようなとき、このような発掘をやっていますよと、私を誘って下さり、丁寧に説明して

頂いたのは、鈴木さんであった。なかでも住友銅吹所跡は､住友の歴史をやった私にとっては

関心の深いもので､鈴木さんの説明とともに､発掘された炉跡の形状や色あいなど､今も目に

残っている。

追悼号には､お礼の気持ちを書かせて頂きたいとお願いしたのだが、しかしなにかエピソー

ドを記そうとしても、思い浮かばない｡残念ながら発掘現場でまじめに向かいあっていただけ

であった。私にとって、考古学の先達であった鈴木さんのあまりに早い逝去を悼むとともに、

生前のご厚誼にお礼を申しあげる。

－２－



長原遺跡（ＮＧ２）調査に参加

長原遺跡（ＮＧ４）調査に参加

鈴木秀典年譜

１９５４年

１２月１１日 父輝彦・母一二三の長男とし兵庫県尼崎市で誕生

１９５６年

１２月

１９６１年

４月

１９６７年

３月

４月

１９７０年

３月

４月

１９７３年

３月

４月

実母を亡くす。のち父、母範子と再婚

大阪市立敷津浦小学校入学（途中転校）

大阪府茨木市立中条小学校卒業

大阪府茨木市立養精中学校入学

大阪府茨木市立養精中学校卒業

大阪私立高槻高等学校入学

大阪私立高槻高等学校卒業

大阪市立大学商学部入学

考古学研究会に入部

年
明
明
年
明
朗
年

４

５

６

７

７

７

９

９

９

１

１

森の宮遺跡３次調査に参加

長原遺跡３１．３２工区調査に参加

鈴木秀典年譜（川村）

｢長原遺跡発掘調査（資料編)』（長原遺跡調査会）の作成に協力する

年
明
州
明
年
明
年

７

８
９

７

７
７

９

９
９

１

１
１

大阪市立大学商学部卒業

難波宮吐顕彰会に就職

長原遺跡（ＮＧ８）調査

京都大学文学部で研究員として考古学を学ぶ

出戸遺跡（ＤＤ８０－ｌ）調査

難波宮祉顕彰会を退職

京都大学文学部聴講生として通学

長原遺跡（NG21）調査

２月～５月

３月

４月

８月～９月

『平野遺跡群緊急調査報告書』（大阪市教育委員会・難波宮吐顕彰会）

を執筆する

１９８０年

４月 京都大学文学部聴講生として通学

－３－
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４月～７月喜連遺跡（ＫＲ８０－１）調査

瓜破遺跡（ＵＲ８０－２）調査

１２月～81年３月長原遺跡（ＮＧ８０－３）調査

１９８１年

４月（財）大阪市文化財協会に就職

１２月～82年４月長原遺跡（NG81-lO）調査

１９８２年

７月～９月加美遺跡（ＫＭ８２－４）調査

９月～83年３月長原遺跡（NG82-23）調査

１２月長原遺跡（NG82-27）調査

を執筆する

||を執筆し、長原地域の中世土器の基準編年を作成

『長原遺跡発掘調査報告』を執筆・

『長原遺跡発掘調査報告』｜|を執豊

１９８３年

１月長原遺跡（NG82-31）調査

１月～２月長原遺跡（NG82-34）調査

４月～５月長原遺跡（ＮＧ８３－１）調査

４月～６月長原遺跡（ＮＧ８３－４）調査

１０月～１１月加美遺跡（ＫＭ８３－７）調査

１２月～84年１月大坂城跡（OS83-l2）調査

『長原遺跡発掘調査報告」川を執筆・編集する

１９８４年

１月大坂城跡（OS83-l4）調査

４月～５月大坂城跡（OS83-l5）調査

７月～１０月長原遺跡（NG84-24）調査

８月～９月長原遺跡（NG84-29）調査

８月～９月平野環濠都市遺跡（HN84-ll）調査

９月平野環濠都市遺跡（HN84-l3）調査

９月～１０月平野環濠都市遺跡（HN84-l5）調査

１０月～85年４月大坂城跡（OS84-l7）調査（85年４月６日現地説明会）

１２月難波宮跡（NW84-48）調査

１９８５年

３月23日く講演〉平野区画整理記念会館住民大学講座「中．近世の大阪」

６月９日〈発表〉大阪府下埋蔵文化財担当者研究会（第１２回）

６月～７月

８月～９月

森小路遺跡（MS85-l5）調査

平野環濠都市遺跡（HN85-lO）調査

－４－

｢豊臣時代大坂城石垣の発掘」



１９８

１９８

１１月～12月平野環濠都市遺跡（HN85-24）調査

11月～86年２月大坂城跡（ＯＳ85-28）調査

「大坂城跡』を執筆・編集する

６年

５月大坂城跡（ＯＳ８６－９）調査

５月～６月平野環濠都市遺跡（ＨＮ８６－６）調査

８月～12月大坂城跡（ＯＳ86-22）調査

１２月帝塚山古墳群（ＴＺ８６－２）調査

7年

１月～２月瓜破遺跡（UR86-28）調査

２月～３月山之内遺跡（YM86-60）調査

３月～４月大坂城跡（ＯＳ86-70）調査

４月大坂城跡（OS87-l4）調査

５月大坂城跡（ＯＳ87-26）調査

６月～９月大坂城跡（ＯＳ87-40）調査（９月１

１０月～88年１月大坂城跡（OS87-lOO）調査

瓜破遺跡（UR86-28）調査

山之内遺跡（YM86-60）調査

大坂城跡（ＯＳ86-70）調査

大坂城跡（OS87-l4）調査

大坂城跡（ＯＳ87-26）調査

大坂城跡（ＯＳ87-40）調査（９月１５日現地説明会）

月大坂城跡（OS87-lOO）調査

結婚１１月

｢葦火』１１号「発掘された豊臣期大名屋敷」を執筆する

鈴木秀典年譜（川村）

１９８８年

４月

７月

８月

１１月

(財）大阪府埋蔵文化財協会へ出向

和泉寺跡調査

長男隆史誕生

野々井遣跡調査（89年１月１４日現地説明会）

１９８９年

２月２５日

４月

８月

９月

９月２３日

１０月～１１月

『大坂城跡』川を執筆・編集し、近世大坂出土の陶磁器の基準編年を作成

｢和泉寺跡』（財団法人大阪府埋蔵文化財協会）を執筆する

〈講演＞平野区画整理記念会館住民大学講座「豊臣時代大坂城本丸の発掘」

大阪市文化財協会へ復職

大坂城跡（ＯＳ８９－７）調査

大坂城跡（ＯＳ89-64）調査

大坂城跡（ＯＳ89-80）調査

〈発表＞第１０回日本貿易陶磁研究会「編年研究を中心として

江戸前期（17世紀)」

大坂城跡（ＯＳ89-92）調査

｢よみがえる中世」２「－本願寺から天下一へ大坂一」（平凡社）を執筆する

－５－
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１９９０年

１月１３．１４日

３月

３月３日

５月

１０月２７日

第27回埋蔵文化財研究集会『中世末から近世のまち・むらと都市」の

資料編集･研究会の司会をつとめる

大坂城跡（OS89-l46）調査

<講演＞枚方市教育委員会『市民歴史講座』「大坂城の考古学」

住友銅吹所跡（DB90-l）調査（10月１３日・９１年４月１３日現地説明会）

<発表＞大阪市文化財協会『大阪の歴史を掘る』「最近の発掘調査成果」

「長原・瓜破遺跡発掘調査報告」｜|を執筆する

「葦火』２５号「｢生玉大明神」と墨書された木箱」を執筆する

『葦火』２９号「江戸時代最大の精練遺跡住友銅吹所の発掘」

清水ひかる氏と共著

『貿易陶磁研究』Ｎｏ．１０「輸入陶磁の編年の検討一天正年間から江戸前期一」

（日本貿易陶磁研究会）を執筆する

１９９１年

７月大坂城跡（ＯＳ91-27）調査

７月２８日〈発表〉大阪府下埋蔵文化財担当者研究会（第24回）

「住友銅吹所跡の発掘調査」

８月３日〈講演〉黒川古文化研究所夏期講座

「住友銅吹所跡大阪市中央区島之内の調査」

１１月～92年２月住友銅吹所跡（DB９１－１）調査

11月３０日

１９９２年

１０月２７日

１１月１３日

<発表〉第３回関西近世考古学研究会大会

「武家屋敷一大坂の発掘事例を中心に一」

『葦火」３１号「江戸時代最大の精練遺跡住友銅吹所の発掘－その２－」

清水ひかる氏と共著

『関西近世考古学研究』｜「大坂城跡の豊臣前期と豊臣後期」

（関西近世考古学研究会）を執筆する

『考古学と自然科学』第24号（日本文化財科学会誌）を執筆する

『木簡研究』１３（木簡学会）を執筆する

住友銅吹所跡出土遺物整理・報告書作成にたずさわる

<講演〉東大阪市社会教育センター郷土史講座「住友銅吹所の発掘調査」

<講演〉奈良国立文化財研究所研修講師「中近世遺跡・住友銅吹所」

『葦火』３８号「住友銅吹所の発掘－その３－

銅吹所の下から飛鳥時代の祭祁用木製品発見｣を執筆する
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鈴木秀典年譜（川村）

｢日本考古学年報」４３「大阪府大阪市住友銅吹所跡」を執筆する

『木簡研究』１４（木簡学会）を執筆する

住友銅吹所跡出土遺物整理・報告書作成にたずざわる

〈発表＞江戸遺跡研究会第７回大会「住友銅吹所の銅精練関連遺構・遺物」

発病入院

職場復帰｡これ以降も住友銅吹所跡出土遺物整理･報告書作成にたずさわる

入退院を繰り返す

職場復帰

入院

職場復帰

入院

早朝、白血病にて他界。享年42歳

『住友銅吹所跡発掘調査報告』刊行される

この年譜をまとめるにあたり、多くの方々のご協力を得ました。

1997年１０月から主人の勤務しておりましたこの大阪市文化財協会で、嘱託職員として仕事をさ

せていただいております。私も、1985年から２年間ほど現場での発掘調査等きせていただいてお

りましたので､考古学の世界だけでなく、’懐かしい職場に戻れる機会をあたえていただけたことを

感謝いたしております。

主人の生前中は、たくさんの方々にお世話になりました。心より御礼申しあげます。ありがとう

ございました。 （川村紀子）
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長原タイプ終末期土偶試論

大野薫

(大阪府教育委員会）

要旨長原タイプ土偶は脚部が省略されて台状になり、腕が台部に接して、腕

と胴部で双孔を作る土偶である。近畿地方の大阪湾沿岸地域に分布し、縄紋時代

晩期終末の突帯紋土器の時期に限定される。この土偶を分析すると、写実的なタ

イプから退化したタイプに変化し、およそ４段階程度に区分できることが明らか

になった。また、形態上省略が進んでいるにもかかわらず、原則的には乳房が明

確に表現され、故意破壊も認められて、従来の縄紋土偶と同様の用途と機能を想

定することが可能となった。いかなる契機でこの長原タイプ土偶が出現したかは

今後の分析に待つところが大きいが、他地域からの影響があったにせよ、大阪湾

沿岸地域でこの長原タイプ土偶が生み出されたことは、大枠において認めてよい

と考えるのである。

はじめに－長原タイプ土偶とは一

土偶は縄紋時代を代表する「第二の道具｣であるが、西日本においては土偶そのものの出土数が東日

本に比べると著しく少なく、研究も低調であったと言わざるをえない。近畿地方においても、1938年

(昭和13年)の奈良県橿原遺跡の調査において１００点を超す土偶の出土をみた[奈良県教育委員会1958］

のをはじめとし、1970年（昭和45年）以降の大阪府馬場川遺跡の調査[東大阪市教育委員会1970ａ・

同１９７０ｂ・同１９７５．同1981］などが続く。本格的研究はさらに遅れ、1983年（昭和５８年）に片岡

肇氏が近畿地方における土偶の集成を試みた［片岡1983］のを噴矢とするが、以後、岡崎晋明氏の橿

原土偶の研究［岡崎1992］などの研究があるのみである。近畿地方をはじめとする西日本は、土偶が

時間上は断絶的に、しかも空間上は点的に現れてくる地域であり、東日本と比べて研究が遅れてきたの

も無理なからざるところであった。

しかし、近年、新たな動向が出て来つつある。三重県粥見井尻遺跡では我が国初の草創期の土偶が発

掘され［三重県埋蔵文化財センター1997]、同県大鼻遺跡［三重県埋蔵文化財センター1994］や大阪

府神並遺跡［東大阪市教育委員会・東大阪市文化財協会1987］の押型紋期の土偶とあわせて、近畿地

方に最古期の一群の土偶が存在することが明らかになった[原田1997]。また全国的に土偶の数が減少

し、かつ変容する晩期終末の時期に、近畿地方など西日本が独自の展開を見せるようになる、という見

通しがたってきた。このような状況の中で、1997年(平成９年）１１月に奈良大学で開催された「土偶

シンポジウム６奈良大会西日本をとりまく土偶｣は、西日本の土偶を集成し、土偶の変遷における

画期を明らかにしようとした意義ある試みであった［｢土偶とその情報」研究会1997]。

－１１－
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筆者はこのシンポジウムにおいて「近畿地方の終末期土偶」というテーマで報告する機会を与えられ

た[大野1997]。そこでは近畿地方の終末期土偶を大きく三つに類型化し、その変遷と系譜を考えたが、

なかでも問題となるのが報告で「Ｂ類台式土偶」とした一群の土偶である。シンポジウム発表要旨と

いうことで、時間や紙数に制限もあり、この土偶についても十分意を尽くした報告にはならなかった。

そこで本稿ではこの土偶を集成し、それらの観察によって変化の方向を考え、あわせてその系譜等につ

いて検討してみたい。

なお、この土偶の形態等については後に詳述することとして、ここでは名称について記しておきたい。

シンポジウム発表要旨では「台式土偶」の特徴として「脚部が省略されて台状になるもの。典型的なタ

イプでは、頭部は横長で両端に各１孔をもち、腕部が台部につながって体部に双孔を作る。（後略)」と

した[大野1997,ｐ､67]・説明自体はこれでよいと考えるが、台式土偶という言葉は山内清男氏が用い

たものであり、さらに鈴木正博氏が容器形土偶を指す「中空台式土偶」と、容器形でない「中実台式土

偶」に分類きれたものである［鈴木1993,ｐｐ､43-44]。筆者の示した「台式土偶」は鈴木正博氏の「中

実台式土偶｣を受けたものであるが、その範囲は鈴木正博氏が考えるよりは狭く、大阪府長原遺跡など

で出土したものを典型例とし、それから直接的に変化を追えるものを考えている。そこで本稿では鈴木

正博氏の「中実台式土偶」との混乱を避けるため、筆者の考える範囲の土偶を「長原タイプ土偶」と呼

び、以下の検討を行いたいと考える。

１．長原タイプ土偶の特徴と分布

長原タイプ土偶の特徴は土偶シンポジウム発表要旨集の台式土偶のところで述べたとおりである[大

野1997,ｐ､67]・重複するがここで再度述べておくと、長原タイプ土偶とは、脚部が省略されて台状に

なる土偶で、典型的な例では、頭部は横長で両端にｌ孔をもち、腕部が台部につながって体部に双孔

を作る。また、身体を反るように体部前面が凸状に、背面が凹状になる。典型的な例とは後に実測図を

掲げる長原遺跡ｌ例や長原遺跡２例、西ノ辻遺跡例、宮ノ下遺跡例などである。頭部を欠失している

ものが多く、顔の表現には不明な点が多いが、典型的な例では、細い粘土紐で眉もしくは目とそれに続

く鼻を表現しているものがある。土偶のシンボルでもある乳房の表現は簡単な円錐形の突起状のものが

多く、乳房の表現を欠く例もまれに認められる。時期的には縄紋時代晩期末葉から弥生時代前期初頭に

かけてみられ、いわゆる突帯紋土器の時期の所産である。

当初、この長原タイプ土偶は土偶とは認識されていなかった。この種の土偶の最初の出土例である長

原遺跡２例は報告書では不明土製品として扱われている［大阪市文化財協会1982］し、再録された報

告書でも土偶･土版の類としながらも慎重な取扱いをしている［大阪市文化財協会1983]。これらを土

偶と認識したのは片岡肇氏で、明確な乳房を作り出している愛知県麻生田大橋遺跡例[豊川市教育委員

会1993］を引いて、長原遺跡出土例が突帯紋期の土偶であることを看破した［片岡1983]・以後の出

土報告はいずれもこの種の土製品を土偶としているが、天地を逆に図示しているものも見受けられ、認

識は必ずしも十分とは言えないようだ。その後、田中清美氏は長原遺跡出土の土偶を紹介する中で、長

原タイプ土偶の復元図を提示した[田中1992]・長原タイプ土偶についての最初のまとまった研究は先
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図１長原タイプ土偶の分布
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にあげた鈴木正博氏の中実台式土偶をめぐる論文［鈴木1993］であろう。鈴木氏は大阪湾沿岸の中実

台式土偶を渉猟し、両腕系列･双孔系列･続長原系列と分類･編年するとともに、中実台式土偶の東漸、

さらに双孔系列の成立に東北地方の影響を予察している。

長原タイプ土偶の分布には偏りがあり、近畿地方中央部に集中していて、太平洋側や日本海側には認

められない、という特徴がある。なかでも大阪湾沿岸に濃密に分布しており、河内潟をとりまく地域で

は、大阪市長原遺跡（４点)、八尾市田井中遺跡、東大阪市西ノ辻遺跡、同市宮ノ下遺跡、同市鬼塚遺

跡において、西摂平野では神戸市雲井遺跡、伊丹市口酒井遺跡（３点)において、淀川を遡った京都盆

地では京都大学構内遺跡（２点）において出土している。これらのうち、口酒井遺跡ｌ例、口酒井遣

跡２例、京都大学構内遺跡１例、京都大学構内遺跡２例は、後に述べるとおり、河内の胎土の可能性

があり、河内地方からもたらされたものかもしれない。いずれにせよこれらの遺跡は、大阪湾一河内潟

一淀川という一連の水系で繋がった地域に所在しており、その関連が注目されるのである。

なお、東にとんで、愛知県麻生田大橋遺跡において２点の出土例が知られているが、長原タイプ土

偶の東漸を示すものとして興味深い。

２・長原タイプ土偶の諸例

長原遣跡１［大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1983］

頭部から体部上半にかけての破片。頭部と体部は幅のある首でつながっている。頭頂部の一部を残し

て他の部分を欠失しているため頭部の全容が明確ではないが、横長の扇形で頂部が挟れ込んだ形状をと

るものと推測される。頭頂部は肩平である。耳にあたる部分には一対の焼成前の小孔があり、ちょうど

ここで破断しているが、故意に折り取られた可能性もある。顔面の表現は簡略なもので、細い一条の粘

土紐によって横に長い眉もしくは目を表し、同様の短い粘土紐で鼻を表している。眉もしくは目はほと

んど頭頂部に接している。

体部は上半の中央から左半身にかけてが遣存している。体部は身体を反り返らせるように湾曲してい

る。体部前面中央にはいわゆる正中線が上下に施されている。正中線の向かって右側には小さな乳房が

貼り付けられている。向かって左側の乳房は欠失部に入っている。肩は角張った怒り肩で、肩から腕が

まっすぐ下に伸びている。体部下半が失われているため、腕の先端が腰に接しているのかどうか不明で

ある。体部と腕の間は挟り込んだ形跡はなく、仮に腕の先端が腰に接して双孔を作り出していたとして

も、その双孔は腕を接合したため生じたものである。脚部は省略されて台状を呈すると想定されるが、

欠失しているため不明である。

現存幅５．８cm、現存高４．９cm、厚さ０．９cm・調整は丁寧で、前面はミガキののち丁寧なナデ、背面は

大胆なミガキを施している。長石･石英･角閃石を含む河内の胎土で、灰黄褐色を呈する。ＮＧ８２－４１

次調査、Ｉ区縄紋時代晩期河道内出土。長原式土器が共伴する。

長原遣跡２［大阪市文化財協会1982、大阪市文化財協会1983］

頭部の一部、および体部の大部分が遣存しており、およそ全体を伺うことができる。頭部は幅のある

首で体部とつながっているが、顔面を除き、周縁部のほとんどすべてが失われている。そのため頭部全

－１４－



長原タイプ終末期土偶試論（大野）

体の形状は確認できないが、横長板状を呈するものと思われる。頭部中央には細い粘土紐を横長に貼り

付けて、その中央部は粘土紐を上下に若干のばしている。これらは眉もしくは目、および鼻を表現して

いるものと思われる。眉もしくは目を表現した隆帯の両端には、小さな焼成前の円孔があり、ちょうど

この小孔のところで破断している。これについても故意に折り取られた可能性があると考えている。

体部は何となく稚拙な作りで、上半は薄く、下に行くほど厚みを増す。体部中央にはごく軽い沈線で

正中線が表されている。正中線の両側には焼成前のやや大きい円孔がある。円孔は体部全体を成形した

のち、ヘラ状工具で扶り取るように穿孔したものであろう。現状では乳房や乳房のはがれた痕跡は認め

られない。両肩は小さく張っているが、両腕とあわせて華著な印象を拭えない。台部は失われているが、

体部下半がかなり厚みを増しており、平面形が楕円形をした台部を有するものと思われる。

幅５．２cm、現存高４．７cm、厚き０．７～１．８cm・長石・石英・角閃石を含む河内の胎士で、暗褐色を呈

し、焼成は良好。ＮＧ第８次（地下鉄45工区）出土。一括性の高い長原式土器群に伴うものと考えら

れている。

長原遺跡３［大阪市文化財協会1992］

長原タイプ土偶の体部下半から台部にかけての破片。体部の双孔のところで破断している。実測図は

報告書から転載したもの［大阪市文化財協会1992,ｐ､7］だが、図化されているのは背面であろう。双

孔は焼成前に体部を挟り込んで穿孔したものである。台部は厚みを増し、平面形は長楕円形を呈する。

遣存する範囲では、乳房や正中線は認められない。台部裏面に不規則な刺突が認められる。

幅6.4cm、現存高3.6cm、厚き約1.2cm。長石･雲母･角閃石を含む河内の胎土で、褐色を呈する。ＮＧ

８７－３５次、南Ⅳ区出土。

長原遺跡４［大阪市文化財協会1983］

本例は長原タイプ土偶の体部であると考える。頭部はすべて欠失している。報告書で丸くなった方を

上にしているが、春成秀爾氏が図示[春成1995,ｐ・'０３]するとおり、丸くなった方が脚部で、頭部を

欠失していると考えるべきである。

体部は半楕円形、板状を呈する。肩にあたる部分がプライマリーな状態であると思われるが、確定的

でない。体部前面の中央上方にかすかな凹線状のくぼみが上下にはしる。正中線かもしれない。そのく

ぼみの両側には半球形の乳房がある。両乳房の直下には、乳房に匹敵する大きさの焼成前の穿孔がある。

脚部はまったく退化してしまって、丸くおさめている。台状に厚みを増すこともなく、自立すること

はできない。

幅6.0cm、現存高5.9cm、厚さ約1.0cm・角閃石を多く含む河内の胎土で、灰黄褐色を呈する。ＮＧ８１

－ｌＯ次（第８養護学校）第７層（弥生時代後期～古墳時代後期の遺物包含層）出土。

田井中遺跡［大阪府教育委員会1994］

頭部を欠失するが、体部は全体が遣存している。破断面は古いもので、故意に折り取られた可能性が

ある。体部は不整な隅丸方形を呈する。全体として、前面側が凸状に、背面側が凹状に作られている。

体部前面中央にはいわゆる正中線を上下に引き、正中線の上端には向かって左上方から施きれた刺突が

ある。正中線の両側には穿孔がある。穿孔は焼成前に施されたもので、ヘラ状工具で数回にわたって回

－１５－
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